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継続事業

シート作成者氏名 上野　智裕

第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名 生涯学習課 係名 図書・美術館係 事業の分類

主 要 施 策 ４．生涯学習の実現を目指す社会教育の推進

41,200人

年間貸出冊数 136,375冊

事業の目的
（事業を実施する
目的は何です
か。）

・市民の「知の拠点施設」である図書館を、快適かつ安心して利用できるよう維持管理運
営を行います。
・市民の多様な学習ニーズに対応するため、自由で公平な資料提供や図書館システムの
整備、移動図書館車の効率的な運行等を行うことで、読書環境の整備・充実を図り、誰も
が気軽に利用できる図書館サービスを継続的に提供します。

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・「教育的環境」や「文化的環境」の充実は、大切な生活要素の一つであり、市民にとって
図書館が「地域の知の拠点施設」として身近な施設となるよう、市内４地区の図書館を維
持管理していくことが必要です。
・市民に自主的・自発的に読書する場を提供することにより、持続的な読書活動を推進
し、「知の循環」となる生涯学習の実現を目指します。

施 策 内 容 ４－３　図書館の利用促進

事 業 名 図書館施設管理運営事業

■事業の概要

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・図書館施設および図書館システムの維持管理を行います。
・資料提供サービスを行います。
　・図書館資料の選書・購入・装備に関すること。　　・図書館利用者の登録に関すること。
　・資料の貸出（個人・団体）や予約に関すること。　 ・館内での資料閲覧に関すること。
　・読書の案内や調査研究のための資料や情報相談に応じること。
　・移動図書館車の運行に関すること。　　　　　 　　　・配本車の運行に関すること。

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）
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目的達成にかかる指標 基準値 令和６年度 令和７年度 令和８年度

年間施設利用者数 41,137人 41,140人 41,170人

移動図書館車の巡回ステーション数 37箇所

136,380冊 136,390冊 136,400冊

令和4年度実績

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

･快適安全で利用しやすい図書館を、継続的に管理運営することにより、市民の読書活
動の支援を行うとともに、一人一人が自主的・自発的に学ぶことができる生涯学習を推進
することができます。
・自分一人の力で図書館に来られない子どもや交通手段を持たない高齢者等に対して、
市内施設等を巡回する移動図書館車を運行することで、身近な場所で気軽に読書に親し
む機会を提供することができます。
・令和4年度から、図書館の管理運営について指定管理者制度を導入しました。このこと
により、民間のノウハウを活用した効果的で柔軟な図書館運営が期待できます。

市民一人当たりの貸出冊数 3.66冊 3.68冊 3.70冊 3.72冊

一般

111,500

■事業の予算（単位：千円）

39箇所 40箇所38箇所

111,500

　　予算科目：１０款　7項　4目　/　予算事業名：図書館運営事業　　　　　　　　　　　　　　　　　
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令和６年度
（概算）

令和７年度
（概算）

令和８年度
（概算）国庫 県費 地方債 その他

111,500 111,500
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100% 100%

令和4年度実績

4.0人

100%

4.0人

100% 100%

第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名

事業の目的
（事業を実施する
目的は何です
か。）

・子どもの発達段階に応じた読書環境の充実を図るとともに、学校図書館等との連携を深
め、学齢期の子どもたちの読書習慣の定着に努めます。
・様々なニーズに応じた読書活動に取組みながら、市民の読書意欲の向上と自主的・自発
的な読書習慣の定着を図り、生涯学習社会の実現を目指します。

主 要 施 策 ４．生涯学習の実現を目指す社会教育の推進

施 策 内 容 ４－３　図書館の利用促進

事 業 名 読書活動推進事業

■事業の概要

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・嘉麻市子ども読書推進計画に基づき、家庭、地域、及び学校、並びに行政等が図書館と
連携し、子どもの発達段階に応じた読書活動の充実に努めることが必要です。
・あらゆる年代の市民の自主的・自発的な読書習慣を促し、新規事業についても積極的に
取り入れながら読書活動を推進していくことは、生涯学習社会の実現に必要な事業です。

継続事業

事業の分類生涯学習課

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・乳幼児対象事業の実施
　・定例おはなし会　・ブックスタート事業　・絵本ですくすく講座　・赤ちゃんタイム
・児童対象事業の実施
　・定例おはなし会　・夏休み講座　・学校等での読書活動の支援（絵本の読み聞かせ、ブックトーク）
　・地域、団体との連携（出張おはなし会・ミニブックトーク・工作会）
・一般対象事業の実施
　・読書講演会　・各種講座　・大人のためのおはなし会　・工作会　・秋の読書まつり　・古本譲渡会
・その他
　・障がい者サービス　・ビジネス支援サービス　・連携事業　・特集展示コーナー
　・団体とのコラボ企画展示　等

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

令和８年度令和７年度令和６年度基準値目的達成にかかる指標
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おはなし会1回当たり参加者数（幼児及び児童向け）
〔おはなし会参加者数÷開催数〕

読書講演会参加率
〔定員数÷参加者数〕

ブックスタート配布率
〔対象者数÷配布数〕

4.0人

100%

4.0人

100%

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

・幅広い年齢層の市民に、読書に親しむ環境を提供することで、継続的に読書する習慣が
涵養され、文化的で潤いのある市民生活の向上が図られます。
・子どもたちの読書習慣の定着を図ることにより、感性を磨き、表現力や想像力を高め、自
ら考える力を育むことで、子どもたちの生きる力を醸成します。
・学校等の市内施設や関係団体等と連携・協力することで、地域社会全体に読書活動に対
する理解・関心が行き渡り、今まで図書館利用の経験が無い方にも読書活動を広めていく
ことができます。

■事業の予算（単位：千円）

令和７年度
（概算）

令和８年度
（概算）国庫

令和６年度
（概算） その他 一般県費 地方債

　　予算科目：１０款　　項　　目　/　予算事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
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係名 図書・美術館係

シート作成者氏名 上野　智裕

100%
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令和８年度
（概算）国庫 県費 地方債 その他

70人 70人 70人

令和4年度実績

一般

60% 70%

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

・図書ボランティアを養成し、図書館とボランティアが連携した事業を展開することにより、
図書館運営への市民参画が可能となり、市民にとって図書館がより身近で使いやすい施
設となります。
・絵本の読み聞かせを中心とした従来のボランティア活動に加え、図書館の環境整備等
に関わるボランティア活動も行われ、幅広く多様な活動が図書館現場で展開されるように
なってきました。幅広い世代の市民が、お互いに楽しく学びながら交流・発表等をすること
で、図書館を介した市民同士の絆が少しずつ育まれています。
・子どもと本の懸け橋となる市民が増えることで、子どもの読書活動の充実につながると
ともに、子育て世代への声かけも行われており、図書館における地道な子育て支援にも
つながっています。

■事業の予算（単位：千円）

　　予算科目：１０款　　項　　目　/　予算事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　
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80%

令和６年度
（概算）

令和７年度
（概算）

70%

ボランティア活動登録者数

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・市民の自主的・自発的な読書活動を支援し、事業をより充実したものにし、図書館をより
身近な施設とするためには、地域の図書ボランティアの協力が必要不可欠です。

ボランティアスキルアップ研修会参加率
〔定員数÷参加者数〕

60%

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・新規ボランティアの募集及び養成講座の開催。
・既存ボランティアのスキルアップ研修会の開催。
・嘉麻市図書ボランティア連絡協議会の活動支援。
・ボランティアの活動支援及び情報提供。
・個人ボランティアの活動の機会の提供。

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

7

目的達成にかかる指標 基準値 令和６年度 令和７年度 令和８年度

ボランティア養成講座参加率
〔定員数÷参加者数〕

48%

施 策 内 容 ４－３　図書館の利用促進

事 業 名 図書ボランティア養成及び活動支援事業

■事業の概要

80% 90%

70人

第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名 生涯学習課 係名 図書・美術館係 事業の分類

事業の目的
（事業を実施する
目的は何です
か。）

・新規ボランティアの育成及び既存の図書ボランティアの活動を継続的に支援することに
より、図書館で実施する事業をさらに充実したものとするとともに、市民参画による図書
館運営の実現を目指します。

継続事業

シート作成者氏名 上野　智裕

主 要 施 策 ４．生涯学習の実現を目指す社会教育の推進


